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一般社団法人日本ロマンチスト協会（本部：長崎県雲仙市愛野町）は全国各地の団体と協働し、灯台をロ

マンスの聖地として再価値化する「全国灯台文化価値創造プロジェクト 2019」を実施しています。本年度

の活動の第一弾として、日本全国にある 9 エリア 9 基の灯台を「恋する灯台」として認定しました。この活

動は、海へのムーブメントをつくりだす日本財団「海と日本プロジェクト」の一環として行っています。 

このたび、その「恋する灯台」が立地している岩手県下閉伊郡普代村の柾屋 伸夫村長を、日本ロマンチス

ト協会会長 波房克典が 2019 年 9 月 16 日（月・祝）に表敬訪問し、「恋する灯台のまち」の認定証を贈呈

する運びとなりました。  

 

日本ロマンチスト協会では、「灯台に行くことが旅の目的」となる

よう灯台の魅力と楽しみ方を多くの方に伝え、灯台と海への関心をい

っそう高めて行くべく、今後も「恋する灯台プロジェクト」を推進し

てまいります。 

 

 

【岩手県下閉伊郡普代村「陸中黒埼灯台」認定理由】 
海上交通の要所で、幕末には砲台場があった黒崎に立つ灯台。約 130 メートルの断崖という険しい自然の中

にあって、砲弾にかわり灯光で船を守る灯台は白い道標として誇り高い。近くの展望台から広がる紺青の太

平洋と空のグラデーションは、「青の国」とうたう土地ならではだ。この地には、縁結びの神として古くか

ら信仰される鵜鳥神社がある。「情熱の赤」ではなく、深く落ち着いた「静かな青」の恋をしたい時に訪れ

たい場所だ。 

 
【表敬訪問・講演会 概要】 

日時 2019 年 9 月 16 日（月・祝）9:00～12:00 

会場 国民宿舎くろさき荘 大広間 

プログラム内容 

１．「恋する灯台のまち」認定証贈呈 

２．恋する灯台プロジェクト説明 

３．講演会（海上保安庁釜石海上保安部・三陸ジオパーク推進協議会・ 

灯台専門フリーペーパー「灯台どうだい？」編集長 不動 まゆう氏） 

４．フォトセッション 

５．個別取材 

 
 
 
 
 

陸中黒埼灯台が立地する岩手県下閉伊郡普代村を 

「恋する灯台のまち」と認定 
日本ロマンチスト協会会長が柾屋 伸夫村長を表敬訪問し、 

認定証を贈呈・講演会を実施 

日時：2019年 9月 16日（月・祝） 9：00～12：00  

場所：国民宿舎くろさき荘 大広間 
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＜報道関係者様からのお問い合わせ＞ 

■恋する灯台プロジェクトにまつわるお問合せ 

「全国灯台文化価値創造プロジェクト 2019」運営事務局 

メール：toudai@japan-romance.com  

HP：http://romance-toudai.uminohi.jp/ 

＜報道関係者様からのお問い合わせ＞ 

■当日のプログラムや講演会にまつわるお問合せ 

普代村役場 政策推進室観光交流推進係 

メール：m-masaki@vill.fudai.iwate.jp  

TEL: 0194-35-2114 



■「全国灯台文化価値創造プロジェクト 2019」活動概要 
2019 年度、「恋する灯台プロジェクト」では以下の活動を行っていく予定です。 

 
1）新規恋する灯台認定 

 

2）新規認定 9エリアにてリーフレット制作 

地域資源や地点情報をロマンティックな視点や発想で切り取り、その地域でしか体験できない“特別なアクシ

ョン“へと落とし込む、日本ロマンチスト協会発のオリジナリティにこだわった仕上りを目指します。全国の

“恋する灯台のまち”を舞台に、その地域の人々の協力を得ながらクエスト（ここでしか味わえない体験）を

創り出し、恋する灯台を巡りながら 2 人の仲が深まる 10 のコトを開発します。 

 

3）他業種とのコラボによる全国灯台文化価値創造フォーラムイベントを実施 

異業種を巻き込んだイベントを開催することで、海洋文化価値向上の可能性を追求します。 

 

4）全国認定灯台自治体との連携によるゴミ拾い 

日本財団「海と日本プロジェクト」が推進している海洋ごみ対策プロジェクト「CHANGE FOR THE BLUE」

の活動の一環として、全国認定灯台自治体との連携によるごみ拾いイベントを開催します。 

 

5）全国認定灯台エリアにおける一斉アクション 

 

 

 

【日本財団「海と日本プロジェクト」とは】 

日本財団「海と日本プロジェクト」とは、2015 年に「海の日」20 回目を記念し、日本財団の主導で推進し

ているプロジェクトです。次世代を担う子どもたちを中心として多くの方々に「海の日」の意義について認

識を深めてもらうとともに、海への好奇心を持ってもらい、行動を起こすムーブメントを作り出すことを目

指しています。 

 

 

【「日本ロマンチスト協会」とは】 

 「地球環境や世界平和も大事ですが、 ロマンチストという“大切な人を世界で一番幸せにできる人” 

が増えると、夫婦環境や恋人環境ばかりか、社会全体が豊かになるかもしれない」、ということに 

気がついたトキメク大人たちがはじめた秘蜜結社。 

 長崎県雲仙市愛野町を「ロマンチストの聖地」として本部を設置し、2008 年 5 月より活動を開始。 

2008 年 6 月 19 日に「ロマンスの日」を制定。「ジャガイモ畑の中心でロマンスを叫ぶ」、「愛の聖地復興 

プロジェクト」など、数々の話題を巻き起こし、活動を拡大中。現在、クリエイターやアナウンサー、 

タレント等の放送文化人、経営者などの財界人を中心に約 1600 名（2019 年 5 月現在）の会員組織 

として活動中の一般社団法人。 

 

 

 

 

 

 ＜報道関係者様からのお問い合わせ＞ 

■恋する灯台プロジェクトにまつわるお問合せ 

「全国灯台文化価値創造プロジェクト 2019」運営事務局 

メール：toudai@japan-romance.com  

HP：http://romance-toudai.uminohi.jp/ 

＜報道関係者様からのお問い合わせ＞ 

■当日のプログラムや講演会にまつわるお問合せ 

普代村役場 政策推進室観光交流推進係 

メール：m-masaki@vill.fudai.iwate.jp  

TEL: 0194-35-2114 


